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市民公開講座 再生医療の最先端 －今日からできる小さな一歩－



該当状況 企業名等

企業の役員・顧問職 ○あり キャンサー・ソリューションズ株式会社・代表取締役社長

株式 なし

特許使用料 なし

講演料等 なし

原稿料等 なし

研究費 なし

その他の報酬 なし

筆頭演者の利益相反状態の開示
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0．はじめに
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✓社会的な背景：1981年にがんが死因の第1位となり、その後も増加傾向にあったため、
国として本格的ながん対策（10か年総合戦略など）が必要とされたこと。

✓情報ニーズの増大：ネット上の誤情報や、患者・家族のがん医療に対する不安・不満（情報
の非対称性）を解消し、誰でも信頼できる情報にアクセスできる環境が求められた。

✓がん対策基本法の成立（2006年）：同法に基づき、がん医療水準の向上や「がん診療連
携拠点病院」の整備とともに、国民へ正しい情報を届ける「がん情報提供ネットワーク」の
整備が必須とされた。

✓運営体制：国立がん研究センターが運営し、外部の有識者、関係学会、患者代表（患者市民
パネル）の協力により、公平かつ最新の科学的根拠（エビデンス）に基づく情報を提供。

「がん情報サービス」は、2006年に施行されたがん対策基本法に基づき、国立が
ん研究センターが構築したWebサイトです。がんの死因1位化に伴う不安解消、信
頼できる情報への需要、そしてがん診療の均てん化を目的とし、信頼性の高い最
新情報を全国の患者・家族へ届ける基盤として設立されました。

がん情報サービスのはじまり
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それでもなお起こりつづける死亡例





イタチごっこ 検索サイトとの協業
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医療機関ネットパトロール：2017年（平成29年）8月24日から開始



研究＝治療ではない、未来につながる治療に参加することが大事
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https://www.yomiuri.co.jp/yomidr/article/20210301-OYTET50022/#goog_rewarded ヨミドクをもとにAI作成



１．がん教育の経緯
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文部科学省「がん教育プログラム」https://www.gankyouiku.mext.go.jp/material2/high_school.html
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なぜがん教育がはじまったのか？



がんをテーマとして教育で
扱う際に大切なことは、「生
きている限り誰にでも起こ
りうる病気や死といかに向
き合うか」という正解が一
つではない問を通して、「自
分らしい生き方」や「健康と
命の大切さ」について考え
ることです。
そのため、本プログラムで
は、がんに対する正しい知
識の習得とともに、生徒が
主体的に考え、行動につな
げられるような内容を目指
し作成しています。

文部科学省「がん教育プログラム」https://www.gankyouiku.mext.go.jp/material2/high_school.html

予防 共生
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予防と共生の両輪が必要



第83回がん対策推進協議会（令和4年10月13日）文部科学省資料2-2
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✓1998年度（平成10年度）の学習指導要領改訂この改訂で中学校の保健
体育科の指導内容に「エイズ及び性感染症」を取り上げることが明記され
ました。

✓平成29年（2017年）～平成30年（2018年）の学習指導要領改訂にお
いて、**中学校・高等学校の保健体育科の内容に「がんについても取り扱
うこと」**を明記することが決められました。以降、約30年ぶりに特定の
疾患名が保健体育科の中で取り上げられました。

✓令和4年度（2022年度）の学習指導要領改訂では、高等学校の保健体
育で「精神疾患の予防と回復」という項目が新たに明記されました。

学習指導要領等における「がん」に関する主な記述



第83回がん対策推進協議会（令和4年10月13日）文部科学省資料2-2
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様々な媒体から出されるがん教育に関する教材・補助教材
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【共生】
自分自身がヘルスケ
アプロバイダーの一
員としての自分の存
在が明記された。

発達段階に応じた学習目標の設定



２．がん教育の課題
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質問２:質問１及び保健体育科で実施された「がん教育」において、
貴校では外部講師を活用したがん教育を実施しましたか。（割合
の分母は回答した全ての学校数）

質問１：貴校において、
「がん教育」を実施し
た時間がある場合、
教育課程上の扱いに
ついて、次の中から選
んでください。（複数
回答可）

令和５年度におけるがん教育実施状況調査の結果 https://www.mext.go.jp/content/20240711-mxt_kenshoku-100000616_01.pdf

✓ がん教育を実施しているのは、全体の56.8％に当たる2万1239校。
このうち、12.6％に当たる2676校が外部講師を活用。活用した外部
講師の職種は、がん経験者557校（20.8％）、がん専門医454校
（17.0％）、薬剤師392校（14.6％）、学校医358校（13.4％）など。

✓ 活用の効果は多くの学校が、「健康と命の大切さについて主体的に考
えることができた」「がんに関する知識・理解が深まった」と回答。

✓ 今後の課題としては、「講師との打ち合わせを事前に行わないと、講師
の話す内容と学校の要望にギャップが生じる」「年間指導計画に位置付
けないと、指導時間の確保が難しい」「講師リストなどがなく、講師を探
すのが難しい」「講師謝金などの経費が確保できない」

何科で実施するか
で学習目標が変わ
る…
年度末や行事の合
間をぬって開催す
るので、特定の時
期に集中しがち。

実施をして見えてきた課題
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３．誰を対象に、何を実施、アウトカムは何か？
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「STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進について」 文部科学省初等中等教育局教育課程課

中学１年生から高校２年生にかけて学校の授業に対する満足度は低下する傾向。
高等学校に入ると学校外の勉強時間は２極化する傾向。

理科教育をめぐる課題
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学校教育におけるSTEAM教育等の教科書的な学習の推進

「STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進について」 文部科学省初等中等教育局教育課程課
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https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/mirai_kyoshitsu/pdf/20190625_report.pdf 閲覧日2026年1月15日

省を超えた展開：未来の教育ビジョン（経済産業省）
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アメリカ癌学会の患者参画プログラム
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アメリカ癌学会の患者参画プログラムの目標



AACR は、次世代のがん研究者の教育と訓練、およびがん研究や
がん関連の生物医学科学におけるキャリアの育成に尽力しています。

高校生特別プログラムは、がん研究の第一人者と将来有望な高校
生との交流を促進することで、高校生の科学研究への貢献を促進し、
がん科学・医学分野でのキャリアを志す意欲を高めることを目的と
しています。

●セッションの内容
✓著名な科学者による講演や、がん体験者による感動的な講演。
✓インターンシップや就職の機会に関する情報。
✓実践的な実験
✓学生によるポスター発表、がん研究者との非公式なネットワーキ
ング、夏季インターンシップに関する情報提供などを含む無料の
ランチタイムレセプション。

✓学生が研究を発表し、賞を獲得する機会。

AACR年次総会2026で開催される高校生向け特別プログラムの
メンターとしてボランティアを募集しています。才能あふれる高校
生たちに専門知識を共有してみませんか？サンディエゴで開催され
るこのエキサイティングなセッションでは、AACR会員の皆様をメン
ターとしてボランティアとしてご招待いたします。

アメリカ癌学会の高校生向けプログラム
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日本癌治療学会学術集会 PAL Patient Advocate Leadership

・がん医療や患者支援を向上させるための患者会活動のリーダーを養成することを目的として開催。
・「日本癌治療学会社会連携・PAL委員会ワーキンググループ」に全国がん患者団体連合会理事も委員として
参画し、日本癌治療学会事務局と共同で運営（現在、運営事務局は任意で公募制）。
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日本癌学会学術総会SSP（サバイバー・科学者プログラム）

・米国本部のAACRにおけるSSPプログラムを日本に導入したもの。がん研究にがん患者や家族の立場から参画
する「リサーチ・アドボケート」を養成することを目的に、会期を通じて開催。
・日本癌学会協働委員会に全国がん患者団体連合会理事が外部委員として参画、学会事務局と共同運営。
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市民 癌学会：大会本体

サイエンス志向

疫学・知識獲得志向

子ども 大人

小学校

中学校

SSH

高校

癌学会：SSP

癌治療学会：
PAL

公衆衛生学会

専門性

がん教育のロードマップ：空白域がある、空白域のほうが大きい？

•産業衛生分
野での啓発
•企業による
両立支援

臨床腫瘍学会：PAP
部位別学会：患者市民参画

市民公開講座

職業教育

道徳教育
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✓科学の推進に国民の理解や応援は欠かせない。

✓理解に向けては、技術の革新性や意義、その「益と害」を、わ
かりやすく発信することが重要である。

✓真実の歩み／希望への道のりも、一瞬にして崩壊,必要な人
に届かなくなる可能性がある。

✓少しずつ私たちの手に届くようになった未来の医療・希望を、
再生医療学会として、誰を対象に、誰が、どんな教育を提供し、
何をアウトカムにするのかを整理する必要がある。

まとめ



私がほしいのは…

① 特定細胞加工物とか細胞培養加工
施設とか、法律の名前を、もっとわ
かりやすい表現にしてほしい！！

② なぜ試験をつくったり、安定供給す
るのが難しいのか、もっとわかりや
すく教えてほしい！

③ 薬の開発、とくに再生医療の開発に
どのぐらいのコストと設備、道のり
があるのか、簡単に説明してほし
い！

④ いったいいつになったら、私たちの
手元に届くのかも考えてほしい！

絆創膏やフィルムなどの製品
を作る、外でトレーニングを
受けた細胞を戻す
製品としての安定や、届け
る人の技術が重要！



ありがとうございました
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